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(57)【要約】
  １．  外科用切断ガイドである。２．１  第１の切断ガ 
イド面と前記第１の切断ガイド面に対向する第２の切断 
ガイド面との間に形成された少なくとも１つの第１の切 
断用スロットを有する本体を備えており、前記第１の切 
断用スロットが第１の端部ストップ面と前記第１の端部 
ストップ面に対向する第２の端部ストップ面との間に長 
手方向に延びている、外科用切断ガイドが知られている 
。２．２  本発明によれば、前記第１の端部ストップ面 
は、第１の凸状表面輪郭を備え、および／または前記第 
２の端部ストップ面は、第２の凸状表面輪郭を備える。 
２．３  人工膝関節全置換術のような外科手術への使用 
である。
【選択図】図５

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全21頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） と 前 記 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） に 対 向 す る 第 ２ の 切 断 ガ イ  
ド 面 （ ５ ） と の 間 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） を 有 す る 本  
体 （ ２ ） を 備 え て お り 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） が 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ）  
と 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） に 対 向 す る 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） と の 間 に 長 手  
方 向 に 延 び て い る 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） を 備 え 、 お よ び ／ ま  
た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） を 備 え る こ と を 特  
徴 と す る 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） 内 に 突 出 し て お り 、 こ れ に よ っ て 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト （ ３ ） の 長 手 方 向 の 延 長 部 分 が 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 に 沿 っ て  
変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 の 高 さ 全 体 に わ た っ て 垂 直 に 延 び て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
少 な く と も 一 つ の 半 径 （ Ｒ ） に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 半 径 （ Ｒ ） は 、 １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ 、 好 ま し く は １ ５ ｍ ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ 、 特 に 好 ま し  
く は １ ８ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 外 科 用 切  
断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
複 数 の 接 線 半 径 （ Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ ） に よ っ て 画 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
１ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２ ）  
に 接 続 さ れ た 第 １ の 壁 部 （ ８ ） の 内 側 面 （ ８ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ５ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２ ）  
に 接 続 さ れ た 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） の 対 向 す る 内 側 面 （ ９ １ ） に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２  
） に 接 続 さ れ た 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） の 内 側 面 （ １ ０ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２  
） に 接 続 さ れ た 第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） の 内 側 面 （ １ １ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） と 前 記 第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ）  
と 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） の 間 で 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 横 方 向 （ Ｙ ） に 延 び  
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） は 、 前 記 第 １ の 壁 部 の 前 記 内 側 面 （ ８ １ ） と 前 記 第 １ の 壁 部 の 前  
記 内 側 面 （ ８ １ ） に 対 向 す る 外 側 面 （ ８ ２ ） と の 間 に 延 び る 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 減 面  
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凹 部 （ ８ ３ ’ ） を 有 し て お り 、 お よ び ／ ま た は 、 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） は 、 前 記 第 ２ の 壁  
部 （ ９ ） の 前 記 内 側 面 （ ９ １ ） と 前 記 内 側 面 （ ９ １ ） に 対 向 す る 外 側 面 （ ９ ２ ） と の 間 に  
延 び る 少 な く と も 一 つ の 第 ２ の 減 面 凹 部 （ ９ ６ ’ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７  
ま た は ８ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 減 面 凹 部 （ ８ ３ ’ ） は 、 第 １ の 開 口 部 （ ８ ３ ） を 形 成 し 、 お よ び ／ ま た は 前  
記 第 ２ の 減 面 凹 部 （ ９ ６ ’ ） は 、 第 ２ の 開 口 部 （ ９ ６ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 ９ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） は 、 第 １ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 減 面 凹 部 （ ８ ３ 、 ８ ４  
、 ８ ５ 、 ８ ６ ） を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） は 、 異 な る 第 ２ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 第 ２ の 減 面 凹 部  
（ ９ ３ 、 ９ ４ 、 ９ ５ 、 ９ ６ 、 ９ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記  
載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） と 、 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） と 、 前 記 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） と 、 前 記  
第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） の 一 体 的 な 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト  
（ ２ １ ） を 形 成 し て お り 、
　 好 ま し く は 、 前 記 本 体 （ ２ ） の 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） は 、  
前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） の 前 記 外 側 面 （ ８ ２ ） に 垂 直 な 視 点 方 向 に お い て 、 平 坦 な 下 側 輪 郭  
部 分 （ ２ １ ３ ） と 、 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分 （ ２ １ １ ） と 、 を 有 す る 外 側 輪 郭 （ ２ １ １ 、 ２ １  
２ 、 ２ １ ３ 、 ２ １ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ か ら １ １ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 本 体 （ ２ ） は 、 下 側 骨 係 合 面 （ ２ ２ １ ） を 有 す る 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ）  
を 備 え て お り 、
　 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ） と 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２  
１ ） は 、 少 な く と も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 （ ２ ４ ， ２ ５ ） を 形 成 す る よ う に 互 い に 間 隔 を  
隔 て て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） と 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２  
２ ） は 、 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、
　 前 記 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） は 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 長 手 方 向 （ Ｘ ）  
に 沿 っ て 互 い に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て お り 、 前 記 少 な く と も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 （ ２  
４ ， ２ ５ ） を 形 成 す る 第 １ の 支 柱 （ ２ ３ １ ） と 、 第 ２ の 支 柱 （ ２ ３ ２ ） と 、 を 少 な く と も  
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ  
グ メ ン ト （ ２ ２ ） お よ び ／ ま た は 前 記 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス に  
よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ か ら １ ４ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 本 体 （ ２ ） 、 特 に 前 記 本 体 （ ２ ） の 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ’  
） は 、 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ’ 、 ７ １ ’ ） を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ’ 、 ７ ’ ） を 有 す る 第 ２  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 本 体 （ ２ ） 、 特 に 前 記 本 体 （ ２ ） の 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ） は 、 第 ３  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ） と 、 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ’ ） と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ） と 前 記 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ’ ） の そ れ ぞ れ は  
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、 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ 、 ６ １ ’ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ ’ ） を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ’ ’ 、 ７ ’  
’ 、 ６ ’ ’ ’ 、 ７ ’ ’ ’ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 と 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 に 対 向 す る 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 と  
の 間 に 形 成 さ れ て い る 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト を 有 す る 本 体 を 備 え 、 第 １  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト が 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 に 対 向 す る 第 ２ の 端 部  
ス ト ッ プ 面 と の 間 で 長 手 方 向 に 延 び て い る 外 科 用 切 断 ガ イ ド に 関 す る 。 ?
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 外 科 用 切 断 ガ イ ド は 整 形 外 科 手 術 に お い て 使 用 さ れ 、 外 科 医 が 適 切 な 骨 切 断  
を 行 え る よ う 補 助 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 人 工 膝 関 節 全 置 換 術 を 行 う 外 科 医 は 、 人 工 大  
腿 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト を 適 切 に 装 着 す る た め に 、 大 腿 骨 の 遠 位 端 に １ 回 ま た は 数 回 の 切 断 を  
行 う こ と が あ る 。 外 科 用 切 断 ガ イ ド は 、 使 用 さ れ る 外 科 用 切 断 器 具 を ガ イ ド す る こ と で 、  
よ り 正 確 な 切 断 を 可 能 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 出 願 公 開 Ｕ ２ ０ １ ３ / ０ ３ ２ ５ ０ １ ７ Ａ １ は 、 外 科 用 切 断 器 具 を 受 け 入 れ る よ  
う に 構 成 さ れ た 切 断 用 ス ロ ッ ト を 有 す る 本 体 を 含 む 外 科 用 切 断 ガ イ ド を 開 示 し て い る 。 切  
断 用 ス ロ ッ ト は ２ つ の 対 向 す る 切 断 ガ イ ド 面 の 間 に 形 成 さ れ 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 対  
向 す る 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と の 間 で 長 手 方 向 に 延 び て い る 。 対 向 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 は  
、 そ れ ぞ れ 平 坦 な 表 面 輪 郭 を 有 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 外 科 用 切 断 器 具 を よ り 良 く ガ イ ド す る こ と が で き る 外 科 用 切 断 ガ イ ド  
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 定 義 さ れ る 外 科 用 切 断 ガ イ ド を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 端 部 ス ト ッ プ 表 面 は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 を 有 し 、 お よ び ／ ま た  
は 、 第 ２ 端 部 ス ト ッ プ 表 面 は 、 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 を 有 す る 。 本 発 明 者 ら は 、 ２ つ の 端 部  
ス ト ッ プ 面 の 少 な く と も 一 方 に 凸 状 表 面 輪 郭 を 設 け る こ と で 、 外 科 用 切 断 器 具 と 第 １ の 切  
断 用 ス ロ ッ ト と の 間 の 摩 擦 お よ び 摩 擦 に よ る 摩 耗 を 抑 制 で き る こ と を 見 出 し た 。 さ ら に 、  
端 部 ス ト ッ プ 面 の 少 な く と も 一 方 に 凸 状 の 表 面 輪 郭 を 設 け る こ と に よ り 、 同 じ 長 さ を 有 す  
る が そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 が 平 坦 な 切 断 用 ス ロ ッ ト と 比 較 し て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 内 で  
の 外 科 用 切 断 器 具 の 長 手 方 向 の 傾 斜 角 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 利 点 に よ り  
、 切 断 器 具 を よ り 良 く ガ イ ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 第  
１ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 垂 直 方 向 に 湾 曲 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第  
１ の 端 部 ス ト ッ プ 面 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 内 に  
突 出 し て お り 、 こ れ に よ り 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 手 方 向 延 長 部 分 が 第 １ の 切 断 用 ス  
ロ ッ ト の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る 。 外 科 用 切 断 ガ イ ド は 、 外 科 手 術 中 に 使 用 さ れ る 。 少  
な く と も 一 つ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、 外 科 用 切 断 器 具 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 と 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 は そ れ ぞ れ 、 そ れ に 対 し て 配 置 さ れ る 外  
科 用 切 断 器 具 を 収 容 す る よ う な 大 き さ 、 形 状 、 ま た は そ の 他 の 構 成 に す る こ と が で き る 。  
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好 ま し く は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 と 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 は そ れ ぞ れ 、 平 坦 な 表 面 輪 郭 を 有  
す る 。 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 と 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に お  
い て 互 い に 対 向 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 と 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 は 、 互 い に  
平 行 で あ る 。 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の  
長 手 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る 。 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は そ れ ぞ れ 、  
切 断 器 具 が 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト か ら 長 手 方 向 に 抜 け 出 る の を 防 止 す る 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト の 閉 鎖 部 を 形 成 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は  
、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 縦 方 向 と 横 方 向 に 延 び る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 本 体 は 、 一  
体 的 に 、 す な わ ち 、 一 体 の 材 料 と し て 形 成 さ れ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 本 体 は 、 複 数 の 別  
個 の 本 体 部 分 か ら 構 成 す る こ と が で き 、 こ れ ら の 本 体 部 分 は 、 固 定 的 に ま た は 解 放 可 能 に  
結 合 さ れ る 。 本 体 は 、 金 属 材 料 お よ び ／ ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 製 造 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 第 １ の 切  
断 用 ス ロ ッ ト の 縦 方 向 に 湾 曲 し て い る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は  
第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に お い て 平 坦 で あ り 、 お よ び ／ ま  
た は 湾 曲 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 第 １  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト 内 に 突 出 し て お り 、 こ れ に よ り 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 手 方 向 延 長  
部 分 が 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 内 側 に 湾 曲 し  
た 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 と 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 の た め に 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 さ は 、  
そ の 高 さ 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ  
プ 面 の 少 な く と も あ る 領 域 に お い て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 幅 は 、 そ の 長 さ に わ た っ て  
変 化 し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 端 部  
ス ト ッ プ 面 の 領 域 に お い て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 垂 直 方 向 の 高 さ 全 体 に わ た っ て 垂 直  
に 延 び て い る 。 し た が っ て 、 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、 そ の 対 向 す る 端 部 、 す な わ ち 端 部 ス ト ッ  
プ 面 の 領 域 に お い て 、 そ の 垂 直 方 向 の 高 さ に わ た っ て 完 全 に 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 少 な く と  
も 一 つ の 半 径 に よ っ て 形 成 さ れ 、 当 該 半 径 は １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 間 、 好 ま し く は １ ５ ｍ  
ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ の 間 、 特 に 好 ま し く は １ ８ ｍ ｍ で あ る 。 本 発 明 者 ら は 、 １ ０ ｍ ｍ か ら ３ ０ ｍ  
ｍ の 間 の 半 径 が 、 多 く の 異 な る 一 般 的 な タ イ プ お よ び ／ ま た は サ イ ズ の 外 科 用 切 断 器 具 に  
対 し て 、 低 摩 擦 と 低 摩 擦 誘 発 摩 耗 を 生 じ さ せ る と い う 利 点 を 有 す る こ と を 見 出 し た 。 こ れ  
に 関 連 し て 、 １ ５ ｍ ｍ か ら ２ ５ ｍ ｍ の 間 の 半 径 が 、 膝 関 節 全 置 換 術 中 に 使 用 さ れ る 外 科 用  
切 断 器 具 に 特 に 有 利 で あ る こ と が 見 出 さ れ た 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凸 状 表 面 輪 郭 と 第 ２  
凸 状 表 面 輪 郭 は 、 同 じ 半 径 を 有 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 第 １ 半 径  
に よ っ て 形 成 さ れ 、 第 ２ 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 異 な る 第 ２ 半 径 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は 第 ２ 凸 状 表 面 輪 郭 は 、 複 数 の 接 線 半  
径 に よ っ て 画 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 具 体 的 に 使 用 さ れ る 切 断 術 式 お よ び ／ ま た は 外 科 用  
切 断 器 具 に 対 し 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 を よ り 最 適 に 適  
合 さ せ る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 当 該 半 径 は 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 述 べ た 間 隔 内  
に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 は 、 本 体 に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体 に 結 合 さ れ た 第  
１ の 壁 部 の 内 側 面 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 は 、 本 体 に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体 に 結  
合 さ れ た 第 ２ の 壁 部 の 対 向 す る 内 側 面 に 形 成 さ れ る 。 第 １ の 壁 部 の 内 側 面 と 第 ２ の 壁 部 の  
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内 側 面 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に お い て 互 い に 対 向 し て い る 。 一 実 施 形 態 で は  
、 第 １ の 壁 部 と 第 ２ の 壁 部 は 、 本 体 の 一 体 型 本 体 セ グ メ ン ト を 形 成 す る 。 他 の 実 施 形 態 で  
は 、 第 １ の 壁 部 と 第 ２ の 壁 部 は 、 固 定 的 ま た は 解 除 可 能 に 結 合 さ れ る 別 個 の 部 品 と し て 形  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 本 体 に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体 に 結 合 さ れ た  
第 ３ の 壁 部 の 内 側 面 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 は 、 本 体 に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体  
に 結 合 さ れ た 第 ４ の 壁 部 の 内 側 面 に 形 成 さ れ る 。 第 ３ の 壁 部 と 第 ４ の 壁 部 は そ れ ぞ れ 、 第  
１ の 壁 部 と 第 ２ の 壁 部 と の 間 に お い て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 部 の 横 方 向 に 延 び て い る 。  
第 ３ の 壁 部 の 内 側 面 と 第 ４ の 壁 部 の 内 側 面 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 手 方 向 に お い て  
互 い に 対 向 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 と 、 第 ２ の 壁 部 と 、 第 ３ の 壁 部 と 、 第 ４ の  
壁 部 は 、 本 体 の 一 体 型 本 体 セ グ メ ン ト を 形 成 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 前 記 壁 部 の う ち 少  
な く と も 一 つ は 、 別 個 の 本 体 部 材 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 壁 部 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 他  
の 部 分 と 固 定 的 ま た は 解 除 可 能 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 は 、 第 １ の 壁 部 の 内 側 面 と 第 １ の 壁 部 の 内 側 面 に 対 向 す る  
外 側 面 と の 間 に 延 び る 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 減 面 凹 部 を 有 し 、 お よ び ／ ま た は 、 第 ２ の  
壁 部 は 、 第 ２ の 壁 部 の 内 側 面 と 第 ２ の 壁 部 の 内 側 面 に 対 向 す る 外 側 面 と の 間 に 延 び る 少 な  
く と も 一 つ の 第 ２ の 減 面 凹 部 を 有 す る 。 第 １ の 減 面 凹 部 は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 を 減 少 さ  
せ る 。 第 ２ の 減 面 凹 部 は 、 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 を 減 少 さ せ る 。 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 お よ び  
／ ま た は 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 を 減 少 さ せ る こ と で 、 外 科 用 切 断 器 具 と 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト と の 間 の 摩 擦 お よ び 摩 擦 誘 起 摩 耗 の さ ら な る 低 減 を 可 能 と す る 。 第 １ の 減 面 凹 部 は 、 第  
１ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に 沿 っ て 第 １ の 壁 部 の 内 部 へ と 延 び て い る 。 一 実 施 形 態 で は  
、 第 １ の 減 面 凹 部 は 、 第 １ の 壁 部 の 内 側 面 に 凹 む ポ ケ ッ ト と し て 形 成 さ れ る 。 別 の 実 施 形  
態 で は 、 第 １ の 減 面 凹 部 は 、 第 １ の 壁 部 内 の 開 口 部 と し て 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 減 面 凹 部 に  
関 し て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 減 面 凹 部 は 、 第 １ の 開 口 部 を 形 成 し 、 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 減  
面 凹 部 は 、 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る 。 第 １ の 開 口 部 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に  
お い て 、 第 １ の 壁 部 の 内 側 面 か ら 外 側 面 に 延 び て い る 。 第 ２ の 開 口 部 は 、 第 １ の 切 断 用 ス  
ロ ッ ト の 横 方 向 に お い て 、 第 ２ の 壁 部 の 内 側 面 か ら 外 側 面 に 延 び て い る 。 こ の 実 施 形 態 で  
は 、 洗 浄 と 滅 菌 を 簡 素 化 し て 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 開 口 部 お よ び ／ ま た は 第 ２  
の 開 口 部 に よ り 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 内 の 外 科 用 切 断 器 具 の 視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 。 さ ら に 、 使 用 す る 材 料 の 削 減 、 ひ い て は 軽 量 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 は 、 第 １ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 減 面 凹 部 を 有 し  
、 第 ２ の 壁 部 は 、 異 な る 第 ２ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 第 ２ の 減 面 凹 部 を 有 す る 。  
こ れ ら の 異 な る 凹 部 パ タ ー ン に よ り 、 外 科 用 切 断 器 具 が 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ま た は 第 ２ の  
切 断 ガ イ ド 面 の 少 な く と も 一 方 に 接 触 し て ガ イ ド さ れ る こ と が 保 証 さ れ る 。 こ れ と は 対 照  
的 に 、 そ れ ら の 凹 部 パ タ ー ン が 等 し い と 、 外 科 用 切 断 器 具 の そ れ ぞ れ 反 対 側 に 位 置 す る 領  
域 が 同 時 に 接 触 し な く な る 可 能 性 が あ る 。 こ れ は 、 特 定 の 状 況 下 で は 欠 点 に な り 得 る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 パ タ ー ン の 少 な く と も 一 方 は 、 複 数 の 減 面 開 口 部 を  
有 す る 開 口 部 パ タ ー ン と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 と 、 第 ２ の 壁 部 と 、 第 ３ の 壁 部 と 、 第 ４ の 壁 部 は 、 本 体 に  
お け る 一 体 化 し た 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト を 形 成 す る 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 単 一 部 材 を 形 成 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体  
セ グ メ ン ト は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス に よ っ て 製 造 さ れ る 。 本 発 明 者 ら は 、 こ れ に よ っ て 特 に  
単 純 で 費 用 効 果 の 高 い 設 計 が 可 能 に な る こ と を 見 出 し た 。 こ の こ と は 、 第 １ の 壁 部 と 第 ２  
の 壁 部 が 減 面 凹 部 お よ び ／ ま た は 開 口 部 を 有 す る 場 合 に は 、 な お さ ら で あ る 。 一 実 施 形 態  
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で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 本 体 の 残 り の セ グ メ ン ト と 一 体 形 成 さ れ  
て い る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 別 個 の 本 体 部 分 と  
し て 形 成 さ れ 、 本 体 の 他 の セ グ メ ン ト お よ び ／ ま た は 部 分 と 固 定 的 ま た は 解 除 可 能 に 結 合  
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 第 １ の 壁 部 の 外 側 面 に 垂 直  
な 視 点 方 向 に お い て 、 平 坦 な 下 側 輪 郭 部 分 と 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分 と を 有 す る 外 側 輪 郭 を 備  
え て い る 。 平 坦 な 下 側 輪 郭 部 分 に よ り 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト を 切 断 さ れ  
る 骨 上 に 平 坦 か つ 安 定 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 本 発 明 者 ら は 、 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分 に  
よ り 、 手 術 を 行 う 外 科 医 に よ る 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 取 り 扱 い 性 が 改 善 さ れ る こ と を 見 出 し  
た 。 さ ら に 、 材 料 を 節 約 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 重 量 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ  
れ に よ り 、 さ ら に 取 り 扱 い が 容 易 に な る 。 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分 に よ り 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト 本 体 の セ グ メ ン ト の 高 さ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る 。 第  
３ の 壁 部 と 第 ４ の 壁 部 の 領 域 で は （ ま た 、 こ れ に し た が っ て 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 両 端  
部 で は ） 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト の 高 さ は 、 比 較 的 低 い 。 第 １ の 切 断 用 ス  
ロ ッ ト の 長 手 方 向 中 央 部 で は 、 高 さ が 比 較 的 高 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 は 、 下 側 骨 係 合 面 を 有 す る 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト を 備 え て お り  
、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 少 な く と も 一 つ の  
骨 視 認 用 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ る 。 少 な く と も 一 つ の 骨 視  
認 用 開 口 部 に よ り 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 下 方 に 位 置 す る 標 的 骨 の 視 認 性 が 向 上 す る 。 こ の  
視 認 性 の 向 上 は 、 手 術 を 行 う 外 科 医 が 切 断 す る 骨 上 に 外 科 用 切 断 ガ イ ド を 位 置 合 わ せ し て  
配 置 す る の に 役 立 つ 。 さ ら に 、 少 な く と も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 に よ り 、 材 料 の さ ら な る  
削 減 が 可 能 に な り 、 そ の 結 果 、 重 量 が 軽 減 さ れ る 。 こ れ は 、 製 造 コ ス ト の さ ら な る 削 減 と  
取 り 回 し 性 の 改 善 に つ な が る 。 下 側 の 骨 係 合 面 は 、 切 断 さ れ る 骨 と 係 合 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト を 切 断  
さ れ る 骨 に 固 定 す る た め の 固 定 要 素 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔  
を 備 え る 。 一 実 施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ  
ン ト は 、 一 体 的 に 本 体 の 一 部 を 構 成 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と  
第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 別 体 部 材 と し て 本 体 の 一 部 を 構 成 す る 。 こ の 場  
合 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 固 定 的 ま た は 解  
除 可 能 に 結 合 す る こ と が で き る 。 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ  
グ メ ン ト は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 に 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 一 実  
施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、 ブ ロ ッ ク 状 の 形 状 を 有 し 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト 本 体 は 、 突 出 部 状 の 形 状 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、 さ ら な る  
切 断 用 ス ロ ッ ト 、 特 に 、 凸 状 の 端 部 ス ト ッ プ 面 の 輪 郭 を 有 す る 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第  
４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト か ら な る 。 好 ま し く は 、 こ れ ら の さ ら な る 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、 遠 位 大  
腿 骨 の 面 取 り 切 断 物 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ た 面 取 り ス ロ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト と 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、  
第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 手 方 向 に 互 い に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 第 １ の 支 柱 と 第 ２ の 支  
柱 を 少 な く と も 備 え た 支 柱 体 セ グ メ ン ト に よ っ て 結 合 さ れ 、 こ れ に よ っ て 少 な く と も 一 つ  
の 骨 視 認 用 開 口 部 が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 支 柱 と 第 ２ の 支 柱 は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト の 横 方 向 に 細 長 く 延 び て い る 。 第 １ の 支 柱 の 第 １ 端 部 は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト に  
接 続 さ れ 、 第 １ の 支 柱 の 第 ２ 端 部 は 、 第 １ の 切 断 用 本 体 セ グ メ ン ト に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の  
支 柱 に つ い て も 同 様 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 は 本 体 の 重 量 を さ ら に 軽 減 す る の に 役 立 ち 、 比  
較 的 大 き な 骨 視 認 用 開 口 部 を 実 現 で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ  
グ メ ン ト と 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト と 、 支 柱 体 セ グ メ ン ト は 、 一 体 的 に 本 体 の 一 部 を 構  
成 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 上 述 の 本 体 セ グ メ ン ト の う ち の 少 な く と も 一 つ は 、 別 個 の 本  
体 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 本 体 セ グ メ ン ト の う ち の 少 な く と も 一 つ の 他 の 本 体 セ グ メ ン  
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ト と 固 定 的 ま た は 解 除 可 能 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト お よ び ／ ま た は 骨 係 合 用 本 体 セ  
グ メ ン ト お よ び ／ ま た は 支 柱 体 セ グ メ ン ト は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス に よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ  
れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 本 体 お よ び ／ ま た は 外 科 用 切 断 ガ イ ド 全 体 は 、 前 記 付 加 製  
造 プ ロ セ ス に よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス は 、 金 属 お  
よ び ／ ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の た め の ３ Ｄ 印 刷 技 術 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 、 特 に 本 体 の 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 凸 状 の 表  
面 輪 郭 を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 を 有 す る 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト を 備 え て い る 。 第 ２ の 切 断  
用 ス ロ ッ ト と そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 の さ ら な る 特 徴 に つ い て は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト に 関  
す る 開 示 を 参 照 さ れ た い 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト に 関 す る 開 示 は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト  
に も 準 用 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 平 行 に  
延 び る 。 好 ま し く は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本  
体 セ グ メ ン ト に 横 方 向 に 対 向 す る 。 好 ま し く は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト は  
、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト に 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト は 、 大 腿 骨 遠 位 部 の 前 方 切 除 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、  
大 腿 骨 遠 位 部 の 後 方 切 除 を 案 内 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 ま た は そ の 逆 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 、 特 に 本 体 の 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、 凸 状 の 表 面 輪 郭 を 有 す  
る 端 部 ス ト ッ プ 面 を そ れ ぞ れ 有 す る 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト か ら 構  
成 さ れ る 。 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 、 お よ び 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と  
そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 の さ ら な る 特 徴 に つ い て は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト に 関 す る 開 示 を 参  
照 さ れ た い 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト に 関 す る 開 示 は 、 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第 ４ の 切 断  
用 ス ロ ッ ト に も 準 用 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト  
は 、 互 い に 平 行 に 延 び る 。 好 ま し く は 、 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト は  
、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 平 行 に 延 び る 。 好 ま し く は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト は 、 第 １  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト と 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト を 連 結 す る 。 好  
ま し く は 、 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト と 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト は 、 大 腿 骨 遠 位 部 に お け る 楔 状  
切 除 、 す な わ ち 面 取 り 切 断 物 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。  
図 面 を 通 し て 、 同 じ 要 素 は 同 じ 参 照 番 号 で 示 さ れ る 。 図 面 は 、 以 下 を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 領 域 に お け る 図 １ の 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 詳 細 な 斜 視 図 で  
あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ と 図 ２ に よ る 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 簡 略 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 外 科 用 切 断 ガ イ ド の さ ら な る 上 面 図 で あ り 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド が 切 断 さ れ る 大 腿  
骨 の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て い る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 断 面 線 Ｖ － Ｖ に 沿 っ た 断 面 図 で の 外 科 用 切 断 ガ イ ド で あ る 。
【 図 ６ 】 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 設 計 の 利 点 を 説 明 す る た め の 簡 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 技 術 か ら 知 ら れ て い る 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 外 側 輪 郭 と 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 上  
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 先 行 技 術 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド の 上 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に よ れ ば 、 外 科 手 術 に 使 用 す る た め の 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ が 提 供 さ れ て い る 。 外 科  
用 切 断 ガ イ ド １ は 、 膝 関 節 全 置 換 術 の た め に 大 腿 骨 Ｂ （ 図 ４ ） の 遠 位 端 を 準 備 す る た め に  
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使 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 人 工 膝 関 節 全 置 換 術 を 行 う 外 科 医 は 、 人 工 大 腿 骨 コ ン  
ポ ー ネ ン ト を 適 切 に フ ィ ッ ト さ せ る た め に 、 大 腿 骨 Ｂ の 遠 位 端 に い く つ か の 切 断 を 施 す こ  
と が で き る 。 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ は 、 鋸 な ど の 外 科 用 切 断 器 具 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ に よ っ て 外 科 用 切 断 器 具 を ガ イ ド す る こ と に よ り 、 意 図 す  
る 切 断 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ は 、 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ を 有 す る 本 体 ２ か ら  
構 成 さ れ る 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ と 対 向 す る 第 ２ の 切 断 ガ  
イ ド 面 ５ と の 間 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ ） 。 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ と 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面  
５ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ で 対 向 し て い る 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ は 、  
第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ と 対 向 す る 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ と の 間 を 長 手 方 向 に 延 び て い  
る 。 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 長  
手 方 向 Ｘ に お い て 互 い に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ は 、 外 科 用 切 断 器 具 を 垂 直 に 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 外 科 用 切 断 器 具 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ に 挿 入 さ れ る と 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ と  
第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 ５ の 間 に 横 方 向 Ｙ に ぴ っ た り と 収 ま る 。 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ と 第 ２  
の 切 断 ガ イ ド 面 ５ は 、 縦 方 向 Ｘ と 垂 直 方 向 に 沿 っ て 外 科 用 切 断 器 具 を ガ イ ド し 、 第 １ の 端  
部 ス ト ッ プ 面 ６ と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ は 、 外 科 用 切 断 器 具 が 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３  
か ら 抜 け 出 て し ま う こ と を 防 止 す る 。 標 的 と な る 骨 （ 本 件 の 場 合 、 大 腿 骨 遠 位 部 Ｂ ） を 切  
断 す る た め に 、 外 科 用 切 断 器 具 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ 、 ５ と 第 １ お よ び 第  
２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ 、 ７ に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る 。 こ の 相 対 的 な 移 動 は 、 摩 擦 を 引 き  
起 こ す だ け で な く 、 摩 擦 に よ る 摩 耗 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ 、 ７ の 少 な く と も 一 方 に 凸 状 表 面 輪 郭 を 設 け る こ と に  
よ り 、 摩 擦 と 摩 擦 誘 起 の 摩 耗 が 低 減 さ れ る こ と を 見 出 し た 。 図 示 の 実 施 形 態 に お い て は 、  
両 方 の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ 、 ７ は 、 凸 状 の 表 面 輪 郭 を 有 し て い る 。 こ の よ う に 、 第 １ の 端 部  
ス ト ッ プ 面 ６ は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ を 有 し 、 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ は 、 第 ２ の 凸  
状 表 面 輪 郭 ７ １ を 有 す る 。 そ の 凸 形 状 に よ り 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ と 第 ２ の 端 部 ス ト  
ッ プ 面 ７ は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 湾 曲 し て い る 。 言 い 換  
え れ ば 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ と 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ は そ れ ぞ れ 、 長 手 方 向 Ｘ に 対  
し て 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 内 側 に 湾 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ 、 ７ １ の さ ら な る 利 点 を 示 し て い る 。 図 ６  
で は 、 ２ つ の 例 示 的 な 構 成 が 概 略 的 に 重 ね 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ の 構 成 で は 、 例 示 的 な 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ が 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ に 挿 入 さ れ 、 長  
手 方 向 Ｘ に 沿 っ て 傾 斜 し て い る 。 前 記 傾 斜 の た め 、 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ の 対 向 す る エ ッ ジ 部  
分 は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ と 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 ７ ２ に そ れ ぞ れ 接 触 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 重 畳 し て 図 示 さ れ た 第 ２ の 構 成 に お い て は 、 外 科 用 切 断 器 具 は 、 対 向 す る 平 坦 な 端 部 ス  
ト ッ プ 面 ６ ａ 、 ７ ａ を 有 す る 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ａ に 挿 入 さ れ る 。 第 ２ の 構 成 で は 、 外 科 用  
切 断 器 具 は Ｃ ａ と し て 参 照 さ れ る 。 第 １ の 構 成 と 第 ２ の 構 成 を 比 較 す る と 、 端 部 ス ト ッ プ  
面 に 凸 状 の 表 面 輪 郭 を 形 成 す る こ と で 、 同 じ 長 さ で 平 坦 な 端 部 ス ト ッ プ 面 を 有 す る 切 断 用  
ス ロ ッ ト と 比 較 し て 、 よ り 大 き な 傾 斜 角 度 が 得 ら れ る こ と が わ か る 。 さ ら に 、 凸 状 表 面 輪  
郭 は 、 平 坦 な 端 部 ス ト ッ プ 面 と 比 較 し て 、 切 断 用 ス ロ ッ ト の 長 さ を 約 １ ０ ％ 短 縮 す る こ と  
を 可 能 に す る 。 本 発 明 者 ら は さ ら に 、 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ 、 ７ １ が 、 傾 斜 し た 向 き で 切 断 を  
行 う 際 に 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ を 安 定 さ せ る の に 役 立 つ こ と を 見 出 し た 。 さ ら に 、 凸 状 の 表 面  
輪 郭 ６ １ 、 ７ １ は 、 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ の 対 向 す る エ ッ ジ 部 分 の 接 触 荷 重 を 減 少 さ せ る の に  
役 立 つ 。 接 触 荷 重 の 減 少 は 、 上 述 し た 摩 擦 と 摩 擦 誘 起 摩 耗 を 低 減 す る こ と に つ な が る 。 こ  
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れ と は 対 照 的 に 、 平 坦 な 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ａ 、 ７ ａ の 間 で 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ ａ を 傾 斜 さ せ  
る と 、 鋭 利 な 点 接 触 が 形 成 さ れ 、 摩 擦 と 摩 耗 が 増 大 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ は 半 径 Ｒ で 形 成 さ れ 、 こ の 半 径 は １ ８ ｍ ｍ  
で あ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 当 該 半 径 は １ ０ ｍ ｍ か ら ３ ０ ｍ ｍ の 間 で あ っ て も よ い 。 同 様  
の こ と が 、 第 ２ 凸 状 表 面 輪 郭 ７ １ に 関 し て も 適 用 さ れ 得 る 。 し か し な が ら 、 図 示 の 実 施 形  
態 で は 、 第 ２ 凸 状 表 面 輪 郭 ７ １ は 、 複 数 の 接 線 半 径 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ に よ っ て 画 定 さ れ る  
。 前 記 半 径 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ は 、 １ ０ ｍ ｍ か ら ３ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。 他 の 実 施 形 態 で は  
、 第 １ 凸 状 表 面 輪 郭 ６ １ と 第 ２ 凸 状 表 面 輪 郭 ７ １ は 、 単 一 の 同 じ 半 径 に よ っ て 形 成 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ は 、 第 １ の 壁 部 ８ の 内 側 面 ８ １ に 形 成 さ れ  
て い る 。 こ の 詳 細 は 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 ５ は 、 第 ２ の 壁 部 ９ の 対 向  
す る 内 側 面 ９ １ に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 壁 部 ８ と 第 ２ の 壁 部 ９ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト ３ の 横 方 向 Ｙ で 対 向 し て い る 。 第 １ の 壁 部 ８ の 内 側 面 ８ １ と 第 ２ の 壁 部 ９ の 内 側 面 ９ １  
は 、 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 互 い に 平 行 で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 ４ と 第 ２  
の 切 断 ガ イ ド 面 ５ に つ い て も 同 様 の こ と が い え る 。 第 １ の 壁 部 ８ と 第 ２ の 壁 部 ９ は 、 そ れ  
ぞ れ 本 体 ２ に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体 ２ に 結 合 さ れ 得 る が 、 こ れ に つ い て は 以 下 で さ ら に 詳  
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ は 、 第 ３ の 壁 部 １ ０ の 内 側 面 １ ０ １ に 形 成  
さ れ て い る 。 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ７ は 、 第 ４ の 壁 部 １ １ の 内 側 面 １ １ １ に 形 成 さ れ て い  
る 。 第 ３ の 壁 部 １ ０ と 第 ４ の 壁 部 １ １ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 長 手 方 向 Ｘ に お い て  
対 向 し て い る 。 第 ３ の 壁 部 １ ０ と 第 ４ の 壁 部 １ １ は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 壁 部 ８ と 第 ２ の 壁 部  
９ と の 間 に お い て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に 延 び て い る 。 第 ３ の 壁 部 １ ０ と  
第 ４ の 壁 部 １ １ の 両 方 は 、 本 体 ２ に 含 ま れ る 、 ま た は 本 体 ２ に 結 合 さ れ て い て も よ く 、 こ  
れ に つ い て は 以 下 で さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 ８ は 、 第 １ の 壁 部 ８ 内 に 第 １ 開 口 部 パ タ ー ン を 画  
定 す る 複 数 の 減 面 開 口 部 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ を 有 す る 。 こ れ ら の 表 面 開 口 部 で あ る 凹  
部 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ は 、 窓 、 突 破 口 等 と 表 す こ と も で き る 。 図 ５ に よ り 詳 細 に 示 す  
よ う に 、 第 ２ の 壁 部 ９ は 、 第 ２ の 開 口 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 減 面 開 口 部 ９ ３ 、 ９ ４  
、 ９ ５ 、 ９ ６ 、 ９ ７ を 有 す る 。 開 口 部 ９ ３ 、 ９ ４ 、 ９ ５ 、 ９ ６ 、 ９ ７ は 、 第 ２ の 壁 部 ９ 内  
に 窓 お よ び ／ ま た は 突 破 口 を 形 成 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 部 ８ ， ９  
の 一 方 の み が １ つ ま た は 複 数 の 開 口 部 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の 壁 部 ８ 内 の 開 口 部 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ は 、 外 科 用 切 断 器 具 と 第 １ の 切 断 ガ イ  
ド 面 ４ と の 接 触 量 を 減 少 さ せ る 役 割 を 果 た す 。 言 い 換 え れ ば 、 前 記 開 口 部 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８  
５ 、 ８ ６ は 、 第 １ の 壁 部 に 開 口 部 を 構 成 し な い 実 施 形 態 と 比 較 し て 、 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面  
４ を 減 少 さ せ る 。 第 ２ の 壁 部 ９ の 開 口 部 ９ ３ 、 ９ ４ 、 ９ ５ 、 ９ ６ 、 ９ ７ 、 と こ れ ら の 第 ２  
の 切 断 ガ イ ド 面 ５ に 対 す る 効 果 に つ い て も 同 様 の こ と が 言 え る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 開 口 部  
８ ３ ～ ８ ６ 、 ９ ３ ～ ９ ７ を そ れ ぞ れ 第 １ の 壁 部 ８ と 第 ２ の 壁 部 ９ 内 に 設 け る こ と に よ り 、  
第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ 内 に お け る 外 科 用 切 断 器 具 Ｃ の 視 認 性 が 向 上 す る 。 さ ら な る 利 点  
と し て 、 前 記 開 口 部 ８ ３ ～ ８ ６ 、 ９ ３ ～ ９ ７ を 設 け る こ と に よ り 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ の  
全 体 的 な 重 量 を 軽 減 す る こ と が で き 、 外 科 手 術 時 の 取 り 回 し 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 開 口 部 の 代 わ り に 凹 部 を 備 え る 、 さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。 説 明 の た め に 、  
図 ３ は 、 第 １ の 壁 部 ８ 内 の 第 １ 凹 部 ８ ３ ’ を 示 し て い る 。 第 １ 凹 部 ８ ３ ’ は 、 第 １ の 壁 部 ８  
の 内 側 面 ８ １ と 対 向 す る 外 側 面 ８ ２ と の 間 に 延 び て い る 。 第 １ の 凹 部 ８ ３ ’ は 、 第 １ の 切  
断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に お い て 、 内 側 面 ８ １ で 凹 ん で い る 。 同 様 に 、 第 ２ の 壁 部 ９ は  
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、 第 ２ の 壁 部 の 内 側 面 ９ １ と こ れ に 対 向 す る 外 側 面 ９ ２ と の 間 に 延 び る 第 ２ の 凹 部 ９ ６ ’  
を 備 え て い て も よ い 。 第 ２ の 凹 部 ９ ６ ’ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト の 横 方 向 Ｙ に お い て 、  
内 側 面 ９ １ に 凹 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 壁 部 ８ と 、 第 ２ の 壁 部 ９ と 、 第 ３ の 壁 部 １ ０ と 、 第 ４  
の 壁 部 １ １ は 、 本 体 ２ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ を 一 体 的 に 形 成 し て い  
る （ 図 ４ ） 。 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ は 、 単 一 の お よ び / ま た は ユ ニ ッ  
ト 化 さ れ た 部 材 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 体 ２ は 、 図 示 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 切 断 さ れ る 骨 （ 本  
件 の 場 合 は 大 腿 骨 遠 位 部 Ｂ ） と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ を  
備 え て い る 。 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 上 側 面 ２ ２ ２ と 対 向 す る 下 側 骨 係 合 面 ２ ２  
１ （ 図 １ 参 照 ） を 備 え て い る 。 下 側 骨 係 合 面 ２ ２ １ と 上 側 面 ２ ２ ２ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト ３ の 垂 直 方 向 で 互 い に 対 向 し て い る 。 下 側 骨 係 合 面 ２ ２ １ は 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ を  
標 的 と な る 骨 に 解 除 可 能 に 固 定 す る た め の ポ ス ト 、 ボ ル ト 、 ま た は 他 の 固 定 要 素 を 備 え て  
い て も よ い 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 上 側 面 ２ ２ ２ と  
下 側 骨 係 合 面 ２ ２ １ と の 間 に 延 び る 複 数 の 貫 通 孔 ２ ２ ３ を 備 え る 。 前 記 貫 通 孔 ２ ２ ３ は 、  
固 定 要 素 な ど を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 図 示  
さ れ た 実 施 形 態 で は 、 単 一 お よ び ／ ま た は ユ ニ ッ ト 化 し た 部 材 と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 少 な く と  
も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ４ 、 ２ ５ を 形 成 す る よ う に 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る  
。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は ２ つ の 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ４ 、 ２ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら を  
第 １ 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ４ と 第 ２ 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ５ と 表 す こ と が で き る 。 こ れ ら の 骨 観 察  
用 開 口 部 ２ ４ 、 ２ ５ を 形 成 す る た め に 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ と 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 配  
置 さ れ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ４ 、 ２ ５ に よ り 標 的 骨 の 視 認 性 が 向 上 し  
、 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ の 位 置 決 め と 位 置 合 わ せ が 改 善 さ れ る 。 さ ら に 、 骨 視 認 用 開 口 部 ２  
４ 、 ２ ５ を 設 け る こ と で 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ の 全 体 的 な 重 量 を さ ら に 軽 減 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 骨 係 合 用 本 体 セ  
グ メ ン ト ２ ２ は 、 本 体 ２ の 支 柱 体 セ グ メ ン ト ２ ３ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 支 柱 体 セ グ メ  
ン ト ２ ３ は 、 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 支 柱 ２ ３ １ と 、 第 ２ の 支 柱 ２ ３ ２ と 、 第 ３  
の 支 柱 ２ ３ ３ と 、 を 備 え て お り 、 第 １ の 支 柱 ２ ３ １ と 、 第 ２ の 支 柱 ２ ３ ２ と 、 第 ３ の 支 柱  
２ ３ ３ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 長 手 方 向 Ｘ に お い て 互 い に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て  
い る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 支 柱 体 セ グ メ ン ト ２ ３ は 、 単 一 の 支 柱 、 ２ つ の 支 柱 、 ま た は ３  
つ 以 上 の 支 柱 の み か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ の 支 柱 ２ ３ １ と 、 第 ２ の 支 柱 ２ ３ ２ と 、 第 ３ の 支 柱 ２ ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ 細 長 い 形 状  
お よ び ／ ま た は 細 長 い 形 状 を 有 す る 。 第 １ の 支 柱 要 素 ２ ３ １ と 、 第 ２ の 支 柱 要 素 ２ ３ ２ と  
、 お よ び 第 ３ の 支 柱 要 素 ２ ３ ３ は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に 延 び て  
い る 。 こ こ で 、 各 支 柱 の 第 １ 端 部 は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ に 接 続 さ れ 、 各 支 柱 の  
第 ２ 端 部 は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ の 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ４ は 、 第 １ の 支 柱 ２ ３ １ と 第 ２ の 支 柱 ２ ３ ２ と の 間 を 縦 方 向 Ｘ  
に 延 び 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ と の 間  
を 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に 延 び て い る 。 第 ２ の 骨 視 認 用 開 口 部 ２ ５ は 、 第 ２  
の 支 柱 ２ ３ ２ と 第 ３ の 支 柱 ２ ３ ３ と の 間 を 長 手 方 向 Ｘ に 延 び る と と も に 、 第 １ の 切 断 用 ス  
ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 第 ２ の 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ３ と の 間 を 第 １ の 切 断 用 ス  



10

20

30

40

50

JP 2024-519476 A 2024.5.14(12)

ロ ッ ト ３ の 横 方 向 Ｙ に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ は 、 凸 状 の 上 側 輪  
郭 部 分 ２ １ １ と 、 平 坦 な 下 側 輪 郭 部 分 ２ １ ３ と 、 対 向 す る 外 端 輪 郭 部 分 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ と  
か ら な る 外 側 輪 郭 ２ １ １ 、 ２ １ ２ 、 ２ １ ３ 、 ２ １ ４ （ 図 ５ 参 照 ） を 有 し て い る 。 凸 状 上 側  
輪 郭 部 分 ２ １ １ と 平 坦 状 下 側 輪 郭 部 分 ２ １ ３ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 垂 直 方 向 に お  
い て 互 い に 対 向 し て い る 。 外 端 輪 郭 部 分 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 長  
手 方 向 Ｘ に お い て 互 い に 対 向 す る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 外 端 輪 郭 部 分 ２ １ ２ 、 ２ １  
４ は 、 そ れ ぞ れ 凸 形 状 を 有 し て い る 。 平 坦 な 下 側 輪 郭 部 分 ２ １ ３ に よ り 、 外 科 用 切 断 ガ イ  
ド １ の 標 的 骨 上 で の 位 置 合 わ せ と 位 置 決 め を 改 善 す る こ と が で き る 。 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分  
２ １ １ は 、 本 体 の か さ ば り を 抑 え る の に 役 立 つ 。 さ ら に 、 上 側 輪 郭 部 分 ２ １ １ の 凸 形 状 と  
外 端 輪 郭 部 分 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 凸 形 状 は 、 平 坦 な 輪 郭 形 状 と 比 較 し て 、 外 科 処 置 中 に 生 体  
組 織 に 障 害 お よ び ／ ま た は 損 傷 を 与 え る こ と が 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 本 体 ２ は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ を 備  
え て い る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 単 一 の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト の み 、 ま た は ２ つ 以  
上 の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ は 、 横 方 向 Ｙ に お い て 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 対 向 し 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ の 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ は 、 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断  
用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ よ り も わ ず か に 長 い 。 こ れ を 除 い て 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ  
ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ は 同 一 で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン  
ト ２ １ に 関 し て 開 示 し た 事 項 は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ に 関 し て も  
準 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ に 関 す る 更 な る 説  
明 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ と 、 骨 係 合 用 本 体  
セ グ メ ン ト ２ ２ と 、 支 柱 体 セ グ メ ン ト ２ ３ と 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １  
’ は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス に よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 体 ２ は 、 一 体 化 さ  
れ た 単 一 お よ び ／ ま た は ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 部 材 を 形 成 す る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 ３  
Ｄ 印 刷 プ ロ セ ス が 、 一 体 型 本 体 ２ の 付 加 製 造 に 使 用 さ れ て い る 。 本 体 ２ 、 ひ い て は そ の 本  
体 セ グ メ ン ト ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ １ ’ は 、 金 属 材 料 か ら 作 ら れ 、 よ り 詳 細 に は ３ Ｄ 印 刷  
さ れ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の よ う な 合 成 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト ２ １ ’ は 、 凸 状 の 表 面  
輪 郭 ６ １ ’ 、 ７ １ ’ を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ’ 、 ７ ’ を 有 す る 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ か ら  
な る 。 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ と 平 行 に 延 び る 。 第 ２ の 切  
断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ 、 特 に そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ’ 、 ７ ’ の 形 状 、 形 態 、 機 能 、 お よ び ／ ま た  
は 付 加 的 な 特 徴 に 関 し て は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の 説 明 を 参 照 さ れ た い 。 当 該 説 明 は  
準 用 さ れ る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ は 、 遠 位 大 腿 骨 の 前 方 切  
断 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ は 、 遠 位 大 腿 骨 の 後 方  
切 断 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て い る か 、 あ る い は そ の 逆 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト ２ ２ は 、 凸 状 の 表 面 輪 郭 ６ １ ’ ’ 、 ７  
１ ’ ’ を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ’ ’ 、 ７ ’ ’ を 備 え た 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ ’ と 、 凸 状 表 面  
輪 郭 ６ １ ’ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ ’ を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ’ ’ ’ 、 ７ ’ ’ ’ を 備 え た 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト  
３ ’ ’ ’ と 、 を 備 え て い る 。 第 ３ お よ び 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ ’ 、 ３ ’ ’ ’ は 、 第 １ お よ び 第  
２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ 、 ３ ’ に 平 行 に 延 び て い る 。 第 ３ お よ び 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ ’  
、 ３ ’ ’ ’ は 、 垂 直 方 向 に 対 し て 互 い に 反 対 方 向 に 傾 斜 し て い る 。 第 ３ お よ び 第 ４ の 切 断 用  
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ス ロ ッ ト ３ ’ ’ 、 ３ ’ ’ ’ の 更 な る 形 状 、 形 態 、 機 能 、 お よ び ／ ま た は 付 加 的 な 特 徴 に 関 し て 、  
特 に そ の 端 部 ス ト ッ プ 面 ６ ’ ’ 、 ７ ’ ’ 、 ６ ’ ’ ’ 、 ７ ’ ’ ’ に 関 し て は 、 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ の  
説 明 を 参 照 さ れ た い 。 当 該 説 明 を 準 用 す る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 第 ３ お よ び 第 ４  
の 切 断 用 ス ロ ッ ト ３ ’ ’ 、 ３ ’ ’ ’ は 、 遠 位 大 腿 骨 の 面 取 り 切 断 物 を ガ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ８ は 、 従 来 技 術 か ら 知 ら れ て い る 外 科 用 切 断 ガ イ ド ５ ０ ０ を 示 し て い る 。 明 ら か に 、  
外 科 用 切 断 ガ イ ド ５ ０ ０ は 比 較 的 嵩 張 っ た 形 状 Ｓ ’ を 有 し て い る 。 こ れ は か な り 重 量 が 大  
き く 、 従 っ て 、 高 い 材 料 コ ス ト 及 び 外 科 処 置 中 の 取 り 回 し が 良 く な い 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド １ は 、 そ の 嵩 が 低 減 さ れ て い る た め 、 軽 量 化 と 、 材 料  
コ ス ト の 低 減 と 、 取 扱 い の 改 善 と 、 外 科 処 置 中 の 骨 の 視 認 性 の 改 善 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 3 月 5 日 ( 2 0 2 4 . 3 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） と 前 記 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） に 対 向 す る 第 ２ の 切 断 ガ イ  
ド 面 （ ５ ） と の 間 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） を 有 す る 本  
体 （ ２ ） を 備 え て お り 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） が 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ）  
と 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） に 対 向 す る 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） と の 間 に 長 手  
方 向 に 延 び て い る 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） は 、 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） を 備 え 、 お よ び ／ ま  
た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） を 備 え る こ と を 特  
徴 と す る 、 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） 内 に 突 出 し て お り 、 こ れ に よ っ て 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ  
ッ ト （ ３ ） の 長 手 方 向 の 延 長 部 分 が 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 に 沿 っ て  
変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、  
前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 垂 直 方 向 の 高 さ 全 体 に わ た っ て 垂 直 に 延 び て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
少 な く と も 一 つ の 半 径 （ Ｒ ） に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 半 径 （ Ｒ ） は 、 １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外  
科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凸 状 表 面 輪 郭 （ ７ １ ） は 、  
複 数 の 接 線 半 径 （ Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ ） に よ っ て 画 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ４ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２ ）  
に 接 続 さ れ た 第 １ の 壁 部 （ ８ ） の 内 側 面 （ ８ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 切 断 ガ イ ド 面 （ ５ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２ ）  
に 接 続 さ れ た 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） の 対 向 す る 内 側 面 （ ９ １ ） に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２  
） に 接 続 さ れ た 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） の 内 側 面 （ １ ０ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ７ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） に 含 ま れ る 、 ま た は 前 記 本 体 （ ２  
） に 接 続 さ れ た 第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） の 内 側 面 （ １ １ １ ） に 形 成 さ れ て お り 、
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　 前 記 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） と 前 記 第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ）  
と 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） の 間 で 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 横 方 向 （ Ｙ ） に 延 び  
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） は 、 前 記 第 １ の 壁 部 の 前 記 内 側 面 （ ８ １ ） と 前 記 第 １ の 壁 部 の 前  
記 内 側 面 （ ８ １ ） に 対 向 す る 外 側 面 （ ８ ２ ） と の 間 に 延 び る 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 減 面  
凹 部 （ ８ ３ ’ ） を 有 し て お り 、 お よ び ／ ま た は 、 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） は 、 前 記 第 ２ の 壁  
部 （ ９ ） の 前 記 内 側 面 （ ９ １ ） と 前 記 内 側 面 （ ９ １ ） に 対 向 す る 外 側 面 （ ９ ２ ） と の 間 に  
延 び る 少 な く と も 一 つ の 第 ２ の 減 面 凹 部 （ ９ ６ ’ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７
に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 減 面 凹 部 （ ８ ３ ’ ） は 、 第 １ の 開 口 部 （ ８ ３ ） を 形 成 し 、 お よ び ／ ま た は 前  
記 第 ２ の 減 面 凹 部 （ ９ ６ ’ ） は 、 第 ２ の 開 口 部 （ ９ ６ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 ９ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） は 、 第 １ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 減 面 凹 部 （ ８ ３ 、 ８ ４  
、 ８ ５ 、 ８ ６ ） を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） は 、 異 な る 第 ２ の 凹 部 パ タ ー ン を 画 定 す る 複 数 の 第 ２ の 減 面 凹 部  
（ ９ ３ 、 ９ ４ 、 ９ ５ 、 ９ ６ 、 ９ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 外 科 用  
切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 壁 部 （ ８ ） と 、 前 記 第 ２ の 壁 部 （ ９ ） と 、 前 記 第 ３ の 壁 部 （ １ ０ ） と 、 前 記  
第 ４ の 壁 部 （ １ １ ） は 、 前 記 本 体 （ ２ ） の 一 体 的 な 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト  
（ ２ １ ） を 形 成 し て お り 、
前 記 本 体 （ ２ ） の 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） は 、 前 記 第 １ の 壁 部  
（ ８ ） の 前 記 外 側 面 （ ８ ２ ） に 垂 直 な 視 点 方 向 に お い て 、 平 坦 な 下 側 輪 郭 部 分 （ ２ １ ３ ）  
と 、 凸 状 の 上 側 輪 郭 部 分 （ ２ １ １ ） と 、 を 有 す る 外 側 輪 郭 （ ２ １ １ 、 ２ １ ２ 、 ２ １ ３ 、 ２  
１ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 本 体 （ ２ ） は 、 下 側 骨 係 合 面 （ ２ ２ １ ） を 有 す る 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ）  
を 備 え て お り 、
　 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ） と 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２  
１ ） は 、 少 な く と も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 （ ２ ４ ， ２ ５ ） を 形 成 す る よ う に 互 い に 間 隔 を  
隔 て て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） と 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２  
２ ） は 、 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、
　 前 記 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） は 、 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 長 手 方 向 （ Ｘ ）  
に 沿 っ て 互 い に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て お り 、 前 記 少 な く と も 一 つ の 骨 視 認 用 開 口 部 （ ２  
４ ， ２ ５ ） を 形 成 す る 第 １ の 支 柱 （ ２ ３ １ ） と 、 第 ２ の 支 柱 （ ２ ３ ２ ） と 、 を 少 な く と も  
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ  
グ メ ン ト （ ２ ２ ） お よ び ／ ま た は 前 記 支 柱 体 セ グ メ ン ト （ ２ ３ ） は 、 付 加 製 造 プ ロ セ ス に  
よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド  
（ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 本 体 （ ２ ） の 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ １ ’ ） は 、 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６  
１ ’ 、 ７ １ ’ ） を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ’ 、 ７ ’ ） を 有 す る 第 ２ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ）  
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 本 体 （ ２ ） の 前 記 骨 係 合 用 本 体 セ グ メ ン ト （ ２ ２ ） は 、 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’  
） と 、 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ’ ） と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ） と 前 記 第 ４ の 切 断 用 ス ロ ッ ト （ ３ ’ ’ ’ ） の そ れ ぞ れ は  
、 凸 状 表 面 輪 郭 （ ６ １ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ 、 ６ １ ’ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ ’ ） を 有 す る 端 部 ス ト ッ プ 面 （ ６ ’ ’ 、 ７ ’  
’ 、 ６ ’ ’ ’ 、 ７ ’ ’ ’ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の 外 科 用 切 断 ガ イ ド （ １ ） 。
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